
環境白書
令 和 ２ 年 版

青 森 県



名久井岳県立自然公園（南部町）
－表紙の写真－

　名久井岳は標高615.4メートルの低い山で、山頂を中心とする半径２キロメートルのほぼ円形の地域と名久井岳
の麓にある城山及び諏訪ノ平の飛び地、1,076haが自然公園に指定されています。
　また、南部地方随一の霊峰としても知られ、山麓には法光寺、恵光院などの由緒ある寺院があり、信仰の山と
してあがめられています。 登山道や遊歩道も整備されており、雄大な自然を感じながら登山を楽しむことができ
ます。



令和２年版｢環境白書｣の 
          刊行にあたって 

 

私たちのふるさと青森県は、三方を海に囲まれ、東アジア

最大級のブナの原生林を有する世界自然遺産白神山地をはじ

め、十和田八幡平国立公園の十和田湖や八甲田山、さらには

三陸復興国立公園の種差海岸や階上岳など、四季の彩り美し

い自然にあふれています。 

私たちは、この豊かな自然から、私たちの暮らしに欠くこ

とができない安全・安心で良質な水や食料、エネルギーなど

の恵みを享受するだけでなく、自然との共生を通じて、特色

のある地域文化や伝統を培ってきました。こうしたかけがえ

のない財産を守り、育み、次の世代へ引き継いでいくことは、 

現代を生きている私たちの大切な使命です。 

 この自然あふれる青森県の環境を守るため、県では、令和２年３月に「第６次

青森県環境計画」を策定し、2030年のめざす姿の基本目標を「自然との共生、低

炭素・循環による持続可能な地域社会の形成」として、各種施策を積極的に推進

しています。 

 一方、世界に目を向けると、経済・社会・環境をめぐる広範な課題を統合的に

解決することをめざすＳＤＧｓ（持続可能な開発目標）への取組が国際社会全体

で進められており、環境分野においては、地球温暖化に伴う気候変動やプラスチ

ックごみによる環境汚染など、地球規模での環境問題に適切に対処し、持続可能

な社会を築き上げていくことが、これまで以上に重要となっています。 

 こうした中、県内の産業関係団体、市民団体、行政機関などが連携して地球温

暖化対策と３Ｒの取組を推進している、「もったいない・あおもり県民運動推進

会議」では、プラスチックごみの削減と資源循環に向けた県民の行動をより一層

促進するため、令和２年５月に「あおもりプラごみゼロ宣言」を行いました。皆

様には、これまでのライフスタイルを見直し、今できることから実践していただ

きたいと思います。 

この環境白書は、令和元年度の青森県の環境の状況と環境施策の概要を中心に 

取りまとめたものです。本書が、県民の皆様に広く活用され、環境問題について 

県民一人ひとりが関心を高め、青森らしい豊かで美しい自然環境と快適な生活環

境の保全・創造に向けた具体的な取組の契機となることを期待いたします。 

 

令和２年11月 

 

青森県知事 三村 申吾 
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第１章　環境問題の概況
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